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タンパク質は特有の構造を作ることで機能を発揮して
いる。産業では酵素の特異的な作用が注目され、食品
の加工や洗剤の添加剤として使われ、また物質生産に
おいても生体触媒として利用されている。一方、酵素の
特異的な作用はその利用範囲の制限をもたらす両刃
の剣でもある。

タンパク質の産業応用の可能性を探る目的で、タンパ
ク質を化学的に加工して機能変換した人工タンパク質
を創り、有用物質の生産に利用する。コンピュータ支援
による分子設計、ペプチド化学合成および各種クロマト
による分析技術を駆使し、タンパク質複合体をベースに
して、天然にはない構造と機能を持つ材料を開発する。

天然に存在するタンパク質の精密な化学
的加工によって、人工的なタンパク質を創
り出そうとする研究です。タンパク質に導
入する分子には制限がなく、天然には存在
しない構造や機能の設計にチャレンジして
いる。

タンパク質を狙った位置で２量化して精密な構造の複合体を創る。このタンパク質
２量体が提供する空間は、物質の選別や化学反応に利用できる可能性がある。
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